
2026（令和８）年度 

 大学院入学試験 修士課程Ⅱ期 
 

人間生活学研究科 食物栄養学専攻  
 

専門試験問題 

（栄養科学分野） 

 

（注意事項） 

１．筆記用具は、HB の濃さの鉛筆、またはシャープペンシルを使用してください。 

２．解答は、解答用紙に記述してください。 

３．解答用紙は、２枚配付します。足りなくなった場合は挙手してください。 

４． 受験番号・氏名は、すべての解答用紙に記入してください。 

５． 試験時間は６０分です。 



問題  

代表的な栄養調査法を３つ挙げ、それらの特徴について説明せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答



解答例 

 

1.思い出し法： 調査前 24 時間(前日)に摂取した食物の種類と量を被調査者に思い出してもら 

う。被調査者の食事記録をもとに、フードモデルや実物大の写真を見せて,調査者が各食品の摂

取量をグラム数に換算する.調査者の食品重量や献立に対する知識,経験がデータに大きく影響

する。 

特徴） 調査者の各家庭を個別に訪問する必要がなく,調査会場に被調査者を集め, １人２０分程

度の面接によって調査を実施することができる.さらに小学生程度の子どもを対象とすることも可能, 

 思い出しに基づく調査であるので前日に十分な情報が記録されていない場合には記憶もれの可

能性がある.調査目数が多いほど信頼度が高まる. 実施の簡便さ、信頼性をたかめるために 3 日

間の 24 時間思い出し法が通常すすめられる。 

 

2.食事記録法： 食事を摂取する本人が食べたすべての食物を記録する.代表である秤量記録法

では,調理時に廃棄される量を除いた可食部,調理後の重量ならびに食後の残食量を秤量し,これ

らの差し引きから実際の摂取量を算定する.この方法では.はかり以外にも計量カップ.計量スプー

ンなどを用いる.他の食事調査法に比べ最も真の値に近いデータが得られる調査法であるが,手間

ひまがかかり被調査者に大きな負担をかけることになる. 

 

3. 食物摂取頻度法： FFQ（food frequency ques†ionnai「e)とも呼ばれる。ある期間(例えば 1 週間)

の摂取食品の摂取頻度を尋ね,推測された栄養素摂取量を概算する方法である。定量性は低い

が、食習慣などを見るには簡便であるために都合がよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




